
◎町民会館ミニギャラリー

　7月　写友会

　8月　書星会横芝光町支部

◎文化会館ロビー展

　7月　展示なし

　8月　展示なし

◎銚子商工信用組合展

　7月　横芝写真クラブ

　8月　横芝写真クラブ

◎カスミ展示コーナー

　7月　横芝写真クラブ

　8月　短歌会
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　お好み焼き粉やホットケーキミックスなどの粉製品は、開封後の保存方

法が悪いとダニが多量に繁殖し、その粉製品を使った料理を食べることで

アレルギー症状を起こすことがあります。

　ダニは非常に小さいため、開封した袋のわずかな隙間から侵入します。

アレルギーの原因となった粉製品の多くは、開封後、数か月から数年間、

室温で保存されていたものでした。ダニは熱に強く加熱調理をしても症状

の発現を防げないため、ダニを繁殖させない工夫が必

要です。

　低温ではダニは繁殖することができないため、密閉

容器に入れ、冷蔵庫内での保存が効果的です。

（参考）くらしの豆知識

消費生活相談室（産業振興課内）　☎84－1233

粉製品に繁殖したダニによる
アレルギーに注意！99
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